




















































































比較対象プラント選定の詳細（SA 条文） 

【５２条：CV 水素】 

項目 内容 

基準適合に係る設計を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 大飯３／４号炉 

具体的理由 

当該条文における重大事故等への対応として、原子炉格納容器内水素処理装置（ＰＡＲ）、格

納容器水素イグナイタを活用して原子炉格納容器内で水素濃度を低減する対応については、

ＰＷＲ固有のプラント設計に基づくものであり、重大事故等への対応設備・手段がＢＷＲと

は大きく異なるため、ＰＷＲプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から

大飯３／４号炉を選定する。 

先行審査知見を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 女川２号炉 

反映すべき知見を 

得るための主な方法 

① 比較表による比較：比較表に掲載し、先行審査知見（基準適合上で考慮すべき事項、記載

内容の充実を図るべき点）の比較・整理を行い、その結果、必要な内容が記載されている

ことを確認した。ただし、ＰＷＲ固有の設備や対応手段については，ＰＷＲプラントと

しての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉と比較する。

② 資料構成の比較※：当該条文のまとめ資料の構成について比較・整理を行い、その結果、

必要と判断した資料を追加する。

［事例］添付資料（全て）、補足説明資料（接続図など）

（当該方法の選定理由） 

① 重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるため、資料の記載内容も異なるが、資料

構成の比較・整理により基準適合の説明のために必要な資料の充足性を確認することが

可能なため。

※ 女川２号炉との資料構成の比較に加え、ＰＷＲの先行審査実績の取り込みの総括として、大飯３／４号炉のまとめ資料の作成状況（資料構成と内容）

を条文・審査項目毎に確認し、基準適合性の網羅的な説明に必要な資料が揃っていることを確認する。
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作成状況整理表

52条 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

    【凡例】  〇：記載あり

×：記載なし

(〇)：本条文の資料の他箇所に記載

△：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

3.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 2.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 ×→〇 ×→〇

女川まとめ資料を構成する資料の比較にて抽出したものであり、基準適合に関

する説明の容易性の観点から資料を追加作成する。

ただし，炉型の違いにより対応手段が大きく異なるため目次のみの比較とす

る。
補足説明資料 補足説明資料

52-1 SA設備基準適合性一覧表 52-1 SA 設備基準適合性一覧表 △→〇 ×→〇
52-2 単線結線図 52-6 単線結線図 △→〇 ×→〇
52-3 配置図 52-2 配置図 △→〇 ×→〇
52-4 系統図 52-4 系統図 △→〇 ×→〇
52-5 試験及び検査 52-3 試験・検査説明資料 △→〇 ×→〇
52-6 容量設定根拠 52-5 容量設定根拠 △→〇 ×→〇

52-7 接続図 52-7 接続図 △→〇 ×→〇

まとめ資料：接続口，ホースルート等について，補足説明資料47-10に該当する

内容を記載しているが、本資料に記載すべき内容を移植し新たに資料を作成す

る。

52-8 保管場所図 52-8 保管場所図 (〇)→〇 ×→〇
まとめ資料：可搬設備の保管場所も含めて52-2配置図に記載しているが、本資

料に記載すべき内容を移植し新たに資料を作成する。

52-9 アクセスルート図 52-9 アクセスルート図 ×→〇 ×→〇

まとめ資料：アクセスルートについては，技術的能力1.0の「添付資料1.0.2 可

搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて」に記載してい

るが、同内容を本資料に移植し新たに作成する。

52-10 その他設備 52-10 その他設備 ×→〇 ×
技術的能力1.9に記載している内容に相当するが，最新審査知見の反映の観点か

ら資料を追加作成する。

技術的能力審査基準への適合のための設備，自主対策設備は，女川２号炉と対

応設備・手段が大きく異なる。また大飯３／４号炉は作成していない資料であ

ることから比較表は作成しない。

52-11 計測設備の測定原理 52-12 原子炉格納容器の水素濃度測定について 〇 ×→〇

女川の資料と類似する資料ではあるが，女川の常設の水素濃度計測設備に対

し，大飯・泊は可搬型の水素濃度計測設備を使用時に接続する対応方法の相違

があるため，PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点か

ら大飯３／４号炉との比較表を作成することとする。

52-12 水素及び酸素発生時の対応について

52-11 原子炉格納容器内水素再結合装置（PAR）について

52-12 原子炉格納容器の水素濃度測定について

52-13 格納容器水素イグナイタについて

〇 ×→〇

泊3号炉における原子炉格納容器の水素爆発防止対策はPWR固有の設計に基づく

ものであり，女川2号炉とは重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるた

め，PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３

／４号炉との比較表を作成することとする。

 52-6 SA バウンダリ系統図（参考） 〇→× ×

新たに作成する添付資料及び系統図

にて確認可能となることから削除す

る。

52-14 可搬型重大事故等対処設備の接続口等について △→〇 × 補足説明資料47-10を52条にも添付する。

泊3号炉における原子炉格納容器の水素爆発防止対策はPWR固有の設計に基づく

ものであり，女川2号炉とは重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるた

め，PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３

／４号炉との比較表を作成することとする。

比較表を作成していない理由

添付資料

プラント 泊３号炉 作成状況 まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

まとめ資料の作成を不要とした理由
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